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１．国内企業の実態

3

昨今において、企業におけるデジタルトランスフォーメーション※１（以下、DX）への取り組みは重要課題であります。しかしながら、中
堅・中小企業と大企業ではデジタル化への取り組みに大きな隔たりがございます。プロセスのデジタル化に積極的に取り組んでいるのは
主に売上高1,000億円以上の企業であり、1,000億円未満の企業では約25%程度に留まっております。国内における99.7%が中
小企業であることを踏まえると、DX以前に中堅・中小企業のデジタル基盤を整えることが急務となります。
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出典：企業IT動向調査2019 （2018年度調査）～データで探るユーザー企業のIT動
向～,JUAS,2019/4/18
https://juas.or.jp/cms/media/2017/02/it19_ppt.pdf より、数値情報抜粋。

売上高規模別のデジタル化動向 業種別中小企業の従業員1人当たりの労働生産性

中堅・中小企業では主に「製造業」「小売業」「サービス業」で労働生産性が横ばいとなっており、上昇傾向へ転換
するための施策の一つとして、DX推進が必要と捉えています。

出典：2019年版 中小企業白書,第1部 平成30年度（2018年度）の中小企業の動向,第4章
人手不足の状況,中小企業庁,2019年度
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2019/2019/index.html

なだらかな上昇

横ばい
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閉じたオフィスでの仕事（密閉）

職員が集まったオフィスでの仕事（密集）

対面での打ち合わせ（密接）

１．国内企業の実態 （Withコロナ）
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今回コロナウイルスの影響によって、デジタル化に取り組んでいた企業とそうでない企業において働き方やその成果の差が顕著になってお
ります。しかしながら長期化が見込まれる本状況においては、「Withコロナ」を前提とした働き方が求められています。
ニューノーマルな働き方の前提は、「密結合」から「疎結合」へ、「密閉」から「開放」が求めれ、いわゆる「開疎化」を進める必要があり、
デジタル化が進んでいない中堅・中小企業は迅速な対応が求められます。

密閉 開放

密結合

疎結合
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
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変
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変
容
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盤
と
な
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デ
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タ
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これらのデジタル化へ早急に対応するために、機動性があり包括的な基盤システムが必要と捉えています。

オフィス建築の変化（脱密閉）

ロケーションフリーでのワークスタイル（脱密集）

Web会議での打ち合わせ（脱密接）

対面から非対面

紙から電子ファイル

固定端末からマルチデバイス

オンプレミスからクラウド

人から機械
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２．DX化推進のための多角的取り組み
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テクノロジー活用のための
DX化戦略

ビジネスコンサルティング
高付加価値業務シフトのための
オペレーション高度化

ERP/RPA

顧客価値提供最大化のための
顧客接点高度化
CRM/データアナリティクス

事業活動全般を支える
インフラストラクチャー

クラウド/セキュリティ
テクノロジー活用を前提とした
組織マネジメント

チェンジマネジメント/タレントマネジメント

企業活動におけるDX化推進は、多角的にアプローチする必要があります。中小企業のデジタル化が進まない背景には、中小企業を対
象とした多角的支援を行うITコンサルティング企業、SIerが国内にはほとんど存在していないことや、中小企業に適し、かつ幅広いビジ
ネススコープを満たせるデジタルツールが少ないことが大きい要因となっております。
弊社は幅広く豊富なコンサルティング経験とクラウドERPパッケージOdooを活用することで、この多角的取組を推進いたします。

中小企業を対象とした
多角的IT支援を行える企業の発掘

幅広いビジネススコープを満たし、
かつ中小企業に適したデジタルツールの選定

テクノロジー活用のためのデジタル戦略や、
活用による組織マネジメントの推進

中小企業デジタル化推進のための主な課題
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高精度で信頼性と整合性がある「情報」を全社レベルで共有しかつ利活用するには、限られた業務範囲の情報をデジタル化するのみでは
実現する事ができません。「業務のデジタル化、業務統合により情報がシームレスにつながる」事で最大効果を発揮すると考えています。

販売管理

購買/調達管理生産管理

入出庫管理
在庫管理 棚卸

購買見積

購買依頼

購買発注

入荷・受入

請求突合

在庫管理

基準生産
日程計画

MRP計算

製造指図

進捗・実績管理

製造原価管理

案件管理

見積

受注

出荷

売上/請求

債権管理 債務管理一般会計
固定資産管理

予算管理 収益管理 原価管理

財務会計

管理会計

従業員経費管理

WEB
HP作成

Eコマース

決済

ブログ

チャットボット

掲示板

問合せ

Eラーニング

人事系
従業員管理

勤怠管理

採用

評価

休暇

申請・承認管理

車両管理

品質管理

倉庫管理
ロケーション管理

プロジェクト

タスク管理

タイムシート

レンタル管理

サブスクリプション
POS

ヘルプデスク

保守サービス

販売促進

プロジェクト作成

カスタマー

CRM
マーケティング

SFA

顧客管理

電子署名 ドキュメント スケジュール メッセージ カスタマイズ 業務効率化

BIダッシュボード AI 統計分析 アラート 配信

業
務
統
合
に
よ
る
情
報
の
整
合
性
担
保

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率
化

２．DX化推進のための多角的取り組み
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業務情報をデジタル化に出来る「パッケージシステム」は多数存在しております。ただし、全体的かつシームレスに業務統合できるパッケー
ジは非常に数が限られており、現時点では単発のパッケージが多い国内製よりも、全体最適化の思想が強い海外製パッケージが優位
となっております。

100億以下

100億～500億

2000億以上

500億～2000億

カスタマーの売上規模

国内製
パッケージ群

※単発の業務
パッケージが多い

海外製
ERP①

海外製
ERP②

海外製
ERP③

①世界最大手のベンダー
②①の廉価版
③新興系ERP

２．DX化推進のための多角的取り組み
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３．Odooについて
Odooはベルギー発のクラウドERPとなります。基幹業務からE-COMMERCE・POS・IoTなど幅広いスコープを
網羅しており、重厚で融通が利かないと言われているパッケージが多い中、中小サイズの企業からライトに導入できるパッケージ、
オープンソースかつ共通言語開発（Python）に優れているとして、非常に評価が高いパッケージシステムとなります。
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標準機能

40以上 150以上

通貨

言語

78言語

こんにちは

Hello

안녕하세요

70か国以上

利用国数

導入実績

5万社以上 400万人以上

ユーザ数

1850社

パートナー成長率

1549%/4年

３．Odooについて
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海外大手パッケージ 国内パッケージ Odoo

Quality
（製品）

・全体最適の設計思想
・大規模会社に向いている
・事業変化や拡張の難易度は高い
・融通が利きづらい

・部分最適の設計思想
・多言語・多通貨の対応が弱い
・事業変化や拡張に弱い
・融通が効きやすい

・全体最適の設計思想
・事業の変化や拡張に強い
・中小・中堅企業に向いている
・融通が利きやすい

Cost
（コスト）

・ライセンス料は効果
・導入コストが高価である
・保守料が高価である

・有名国内パッケージは高価
・定価のものは機能もPoorなものが多い
・保守料が高くなる傾向あり。
・部分最適のためTOCは高くなる傾向あり

・ライセンス料は安価
・保守も内製で可能

Delivery
（導入）

・ビッグバン導入が主流
・大規模な業務改革が必要となってくる
ため、導入コストは非常に長い。

・部分最適が多いため、追加開発が多い
・IT導入アプローチは古い慣習で実施されること
が多い

・スモールスタートが可能
・段階導入が可能
・短期導入向き

12

３．Odooについて
中小企業にとって最適なパッケージ選択として、海外製の大手パッケージソフトと国内ベンダーが発売しているパッケージとOdooとの違
いについて下記に示します。
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基本ライセンス料金
 約2,500円/1ユーザーあたり

機能ライセンス料金
 約2500円～4000円/1会社あたり

料金例

【使用したい機能】
・販売機能 3,500円
・請求機能 3,500円

【従業員】
・20名

機能ライセンス 7,000円
＋

2,500円 × 20ユーザー
＝ 50,000円

月額合計 57,000円
1人当たり 2,850円

【使用したい機能】
・販売機能 3,500円
・請求機能 3,500円

【従業員】
・50名

機能ライセンス 7,000円
＋

2,500円 × 50ユーザー
＝ 100,000円

月額合計 107,000円
1人当たり 2,140円

従業員が20名から50名に増えた場合

※機能ライセンスが会社単位のため、従業員が増えると1人当たりのライセンス
料金は安くなっていく。

Odooを使用する際に必ず発生する料金

使用したい機能に応じて発生する領域

※機能ライセンスは使用機能により価格が定められている。

３．Odooについて
 Odoo自体のライセンス体系は下記の通りとなります。Odoo価格体系の特徴は、機能ライセンス料金にユーザ数が乗算されない
ことです。これにより、手軽に機能を拡張・試験運用することができ、業務改革・改善を迅速に進めることが可能になります。

※価格はすべて月額料金設定となっております。
※支払は米ドルベースとなるため、為替状況によって変動いたします。
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 OdooはシンプルなUIにより、ユーザビリティに優れ、レスポンシブルなデザインになっています。

３．Odooについて

全体TOP画面 アプリTOP画面（一覧）

単票画面
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弊社はOdoo公式パートナーであり、お客様に導入をご提案するだけではなく、自社にもOdooを導入し、積極的に活用しております。

Odoo公式パートナー確認ページ）https://www.odoo.com/ja_JP/partners

３．Odooについて
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４．導入方法論
弊社は数々のPJ導入経験から、プロジェクトの企画構想・アセスメントから実施することを推奨しております。パッケージを正しく活用するため
の評価を実機を用いながら最初期に実施することで、プロジェクトの成功とその後の利活用の可能性を最大化するものと捉えています。

フェーズ
アセスメント

1～3か月

要件定義

1～3か月

実現化

1～4か月

本稼働準備

1～2か月

本稼働サポート

0.5～2か月

主要タスク

業務/システム要件定義
基本設計 詳細設計/

開発/UT

権限設計・設定/
ジョブ設計・設定

内部/外部連結
テスト

周辺対応方針検討 周辺機能開発 外部連結
テスト

総合テスト

総合テスト準備

ユーザ
受入テスト

本
番
移
行

移行要件定義 移行手順書/
移行ツール作成 移行リハ1 移行リハ2

移行要件定義 移行手順書/
移行ツール作成 移行リハ1 移行リハ2

データクレンジング 本番移行データ準備

インフラ要件定義 インフラ設計/
運用設計 テスト実行支援

業務移行
方針検討 業務移行計画 トレーニング準備 キーユーザ

トレーニング
エンドユーザ
トレーニング

本稼働サポート

インフラ要件定義 インフラ設計/
運用設計 テスト実行支援

業務移行
方針検討 業務移行計画 トレーニング準備 キーユーザ

トレーニング
エンドユーザ
トレーニング

弊社作業貴社作業凡例

現状調査・
要求定義・分析

Odooデモ実施

システム調査
（周辺）

変革ポイント
成果物まとめ

重要視
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５．アセスメント
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現状とありたい姿のギャップを見極め、問題定義を行う2

会社の現状を把握し、客観的に評価する1

問題の真因を捉え、対策を検討する3

ソリューションによる効果と変化を認識する4

プロジェクトの目的を明確にする5

プロジェクトで取り組むべき課題、要件を明確にする6

アセスメントはシステム導入を正しく実施し、お客様のビジネス発展に効果的となるよう、下記を目的として実施いたします。
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５．アセスメント （実施事例）
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事業内容 ：オンラインブティックの運営（ECを通した販売）
ユーザ数 ：30人前後
アセスメント期間：2名で3週間
その他：海外在住の担当者のためリモートで実施

成果物 ファイル名

議事録 Odoo導入アセスメント支援1回～9回

課題一覧 01. 課題一覧

業務要件一覧 02. 業務要件一覧（Fit&Gap)

ハイレベル業務フロー 03. ハイレベル業務フロー

帳票一覧 04. 帳票一覧

インターフェース一覧 05. インターフェース一覧_20200423

To-Beシステム全体像 アセスメント支援最終報告（8頁）

N月
2週目 3週目 4週目1週目

★キックオフ

業務/システム
ヒアリング

Odooデモ実施

※タスク内容概要
・業務/システム課題の洗い出しと優先順位付け
・Odoo適用範囲、導入モジュールの選定
etc.

BluePrintの作成

※タスク内容概要
・選定モジュールによるデモ実施
・Fit&Gapによる課題抽出と適合率評価
etc.

ヒアリングとデモを並行実
施し、モジュール選定や課
題抽出の精度向上に努
めます。

★最終報告
★ヒアリング完了

アセスメントの結果、下記の課題を認識
 物とお金の動きが連携がとれていない
 物のトレーサビリティが取れない
 会計監査に耐えうるデータの整合性を取るのが困難
 各データの集計に時間を要する（属人化してしまう）

アセスメントの結果、Odooにより改善ポイントを確立
 社内標準のプロセスが確立
 最新かつ整合性のあるデータの構築
 二重入力や不正入力を排除し業務の効率化と内部統

制の強化
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５．アセスメント（成果物例）
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成果物サンプル：プロジェクト目的・取組課題、ビジネス・システムグランドデザイン/スコープ定義

プロジェクト目的/取組課題 ビジネス・システムグランドデザイン/スコープ定義
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５．アセスメント（成果物例）
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成果物サンプル：業務要件とFit＆Gap一覧
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５．アセスメント（成果物例）
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成果物サンプル：ハイレベル業務フロー
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５．アセスメント（成果物例）
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CRM/SFA/MA

ERP

受注

配賦

債権管理 債務管理一般会計

発注

売上・請求

原価管理

出荷/入荷
指示

見積引合

顧客

EC

商談

サイト訪問 商品検索
Web接客 注文

電子請求

EDI注文

出荷/入荷
実績

仕入先

電子注文

物流会社

出荷/入荷

生産計画

レコメンド スコアリング 保険会社

銀行
入出金

保険
Eメール

経費精算 Workflow
見積申請 マスタ申請経費申請

勤怠管理

与信管理会社
与信スコア

貴社の世界外部の世界 外部の世界

SoR
System of Record

SoE
System

of Engagem
ent

SoI System of Insight

SoE System of Engagement

Data Lake市場トレンド 事業
ポートフォリオ

部門/
商材別PL 顧客分析

コラボレーション強化
計画情報共有外部サービス

ペーパレス化
注文書電子化

経営管理の高度化
標準原価導入

従業員体験向上
全申請ワークフロー化

顧客体験向上
MA利活用推進

ペーパレス化
請求書電子化

ペーパレス化
FAX受注廃止/EDI化

経営管理の高度化
中長期トレンド分析

Forecast需要予測 配送計画 調達計画需給計画

コラボレーション強化
3PLとの物流連携

顧客体験向上
Web接客ツール活用

成果物サンプル：システムグランドデザイン
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